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第１回 防災教育推進連絡協議会   グループディスカッション 

16:50〜17:30 グループ討議 

17:30〜18:00 発表 

18:00〜18:30 意⾒交流 
 

１. グループディスカッションの内容 
・各地域の実践報告を受けて、以下の点についてグループごとに討議していただきます。 

1) これまでの防災教育の実施効果（ピンク） 

・防災教育に関する様々な取組を実践することを通じて、児童生徒、教職員、保護者・地域にどのような変化

が見られたのか？ 
・「防災について普段から考えるようになった」、「避難できるようになった」など防災上の効果（変化）だけで

なく、「他人のことを思いやれるようになった」など、幅広く児童生徒に見られた変化をあげてみてください。 
 

2) 効果的な防災教育に求められること（⽔⾊） 

・「主体的に行動することのできる児童生徒を育む」、「地域に住まうお作法を身につける」などの防災教育の目

標を達成するために、今後、どのような授業や取組が必要になるのか？ 
・「どのような知識を与えればいいのか」といった授業内容の議論だけでなく、児童生徒の主体性や自らや他者

の命を大切にする心を育むためには、何がコミュニケーションのポイントになると思われるのかを討議して

みてください。 
 

3) 防災教育を継続的に実践していくための仕組みづくりに求められること（緑） 

・「一部の担当教員に依存しない」、「その場限りの場当たり的な実践にならない」ように、各学校で効果的な防

災教育を継続的に実践していくための仕組みを構築するためには、どのようなことが必要になるのか？ 
・学校内だけでなく、保護者や地域との連携も含め、小中学校における効果的な防災教育を継続的に実践する

ために必要と思われることを幅広く検討してみてください。 
 

4) 本協議会で今後議論したいこと（⻩⾊） 

・本協議会は、今度定期的に実施（年2 回を予定）していく予定です。次回以降、議論したいことなどがあり

ましたら、ご自由にご意見ください。 
 
 

２. 討議・発表について 
・討議の進行は、各グループで、本日（12 月26 日）から最も早く誕生日を迎える方が担当してください。 
・発表については、本日（12 月26 日）から最も遅く誕生日を迎える方が担当してください。 

 
 
 
 
 
 

３. グループ分け 

 

 

小学校グループA（7人） 会場：さんがん島 小学校グループB（7人） 会場：さんがん島

沖　　　拓 釜石市立鵜住居小学校 教諭 大森　美子 釜石市立鵜住居小学校 教諭

枡澤　弥生 釜石市立鵜住居小学校 教諭 畑中　祥司 尾鷲市立尾鷲小学校 教諭

中村　佳栄 尾鷲市立賀田小学校 教諭 山本　健一 新宮市立王子ヶ浜小学校 教務主任

稲垣　克明 新宮市立三輪崎小学校 教諭 林　宣行 新宮市立三輪崎小学校 教諭

中田　詩子 田辺市立田辺第二小学校 教諭 丹後　裕貴 田辺市立田辺第三小学校 教諭

夕部　由美 黒潮町立佐賀小学校 教諭 小野川　志保 黒潮町立南郷小学校 教諭

小松　健二 三条市立旭小学校 教諭 古田　　純 三条市立保内小学校 教諭

中学校グループA（5人） 会場：さんがん島 中学校グループB（5人） 会場：さんがん島

川崎　淳子 釜石市立釜石中学校 教諭 三浦　　誠 釜石市立釜石中学校 主幹教諭

中野　敬太 尾鷲市立輪内中学校 教諭 荒木　佑介 釜石市立甲子中学校 教諭

森浦　展行 新宮市立緑丘中学校 教諭 雜賀まどか 新宮市教育委員会 指導主事

山口　慶子 黒潮町立佐賀中学校 養護教諭 桝谷　節生 田辺市立衣笠中学校 教諭

廣澤　孝俊 能登町立小木中学校 教諭 宮川　昭二 黒潮町立大方中学校 主幹教諭

校長・教頭グループA（5人） 会場：五葉＋青葉 校長・教頭グループB（5人） 会場：五葉＋青葉

佐藤　政幸 釜石市立白山小学校 校長 濱野　公壽 尾鷲市立尾鷲小学校 教頭

髙垣　　誠 田辺市立衣笠中学校 校長 山根　千明 田辺市立中辺路中学校 教頭

山沖　美保 黒潮町立入野小学校 教頭 佐藤　紹夫 三条市立西鱈田小学校 教頭

五十嵐一浩 三条市立第四中学校 教頭 加藤　孔子 滝沢市立滝沢東小学校 校長

小川　　　正 輪島市立輪島中学校 校長 大句わか子 能登町立小木中学校 校長

教育委員会グループ（7人） 会場：海都

松本　孝嗣 釜石市教育委員会 指導主事

大川　　太 尾鷲市教育委員会 主幹

藪中　秀樹 新宮市教育委員会 指導主事

嶝口　善一 田辺市教育委員会 指導主事

畦地　和也 黒潮町教育委員会 教育次長

髙橋誠一郎 三条市教育委員会 指導主事

森本　晋也 岩手県教育委員会 指導主事
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